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第 34号、他頁の紹介 

2頁：篠原玉葱の発祥 

3頁：舞阪駅○テ消防組 

4頁：虫供養、「百八万遍」 

 

しのはら歴史便り 
篠原地区歴史同好会／浜風会会報 No.３４  

昨
年
八
月
二
十
一
日
、「
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
協
会
」

の
皆
さ
ん
が
、
浜
松
市
で
の
研
修
会
の
一
環
で
、「
波

小
僧
」
伝
説
に
つ
い
て
、
地
元
で
は
ど
の
よ
う
に
伝
承

さ
れ
て
い
る
か
訪
ね
て
来
ら
れ
た
。
浜
風
会
と
し
て
も

有
意
義
な
話
し
合
い
に
な
っ
た
の
で
紹
介
す
る
。 

「
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
協
会
」
と
は 

（
同
協
会
HM
を
参
考
） 

「
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
」を
日
本
語
で
「
音

の
風
景
」
と
訳
し
、
音
の
世
界
を
正
し
く

把
握
し
、
よ
り
良
い
環
境
と
持
続
可
能
な

社
会
の
あ
り
方
を
追
究
す
る
等
、
音
に
興

味
を
も
つ
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
研
究
者
、
教

育
者
、
音
楽
家
、
企
業
の
方
、
そ
し
て
生

活
者
の
情
報
交
換
を
目
的
に
平
成
五
年
に

設
立
さ
れ
た
任
意
団
体
で
あ
る
。 

 

「
波
小
僧
」
は
音
風
景
百
選
の
一
つ 

 

平
成
八
年
、
環
境
省
が
「
残
し
た
い
日

本
の
音
百
選
」
を
選
定
し
発
表
さ
れ
た
。

選
定
検
討
会
メ
ン
バ
ー
の
中
に
、
今
回
お

越
し
の
鳥
越
け
い
子
様
が
居
ら
れ
、
現
在

こ
の
協
会
の
理
事
長
を
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
百
選
に
選
ば
れ
た
正
式
名
称
は

「
遠
州
灘
の
海
鳴
・
波
小
僧
」
で
あ
る
。

そ
の
紹
介
記
事
か
ら
。 

 

遠
州
灘
一
帯
で
天
気
の
変
わ
り
目
「
ゴ

オ
ー
」「
ザ
ア
ー
」「
バ
シ
ン
」
等
と
突
然
鳴
り
出

し
て
は
、
鳴
り
や
む
不
思
議
な
海
鳴
、
人
々
は
親

し
み
を
込
め
て
「
波
小
僧
」
と
呼
び
、
東
か
ら
聞

こ
え
れ
ば
天
気
が
く
ず
れ
、
西
か
ら
聞
こ
え
れ
ば

良
く
な
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
遠
州
灘
一

帯
は
砂
丘
も
美
し
い
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。
波
の

音
が
よ
く
聞
け
る
所
は
、
浜
岡
砂
丘
、
竜
洋
海
岸

公
園
、
中
田
島
砂
丘
、
舞
阪
町
表
浜
等
と
。 

「
波
の
音
は
」
生
活
の
一
部
で
あ
っ
た 

 

こ
の
篠
原
地
区
で
は
、
「
波
小
僧
」
と
い
う
認
識
は

薄
か
っ
た
が
、
「
波
の
音
」
は
生
活
の
一
部
に
し
み
込

ん
で
い
た
と
、
こ
の
懇
談
会
の
中
で
お
話
し
し
た
。
そ

れ
は
昭
和
49
年
発
行
の
篠
原
小
学
校
開
校
百
年
記
念

誌
『
波
の
音
百
年
』
に
如
実
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
地
域
は
半
農
半
漁
で
暮
ら
し
て
い
た
時
代
が

長
く
続
い
た
。
特

に
明
日
の
漁
を
ど

う
す
る
か
、
明
日

の
天
気
は
と
、
音

に
か
か
わ
ら
ず
自

然
の
現
象
に
全
神

経
を
使
っ
て
い
た

筈
で
あ
る
。
ま
し

て
や
天
気
予
報
が

十
分
で
な
い
時
代
、

周
辺
の
雑
音
も
ほ

と
ん
ど
な
い
時
代

に
は
「
波
の
音
」

を
し
っ
か
り
聞
い

て
、
生
活
に
活
か

し
て
き
た
こ
と
だ

ろ
う
。 

そ

れ

が

明

治

22
年
、
東
海
道
線

が
開
通
し
、
昭
和
36
年
に
１
号
線
新
国
道
が
開
通
、

昭
和
40
年
台
後
半
か
ら
車
社
会
到
来
で
車
が
増
え
、

更
に
昭
和
53
年
に
は
「
浜
名
バ
イ
パ
ス
」
が
開
通
し

た
。
そ
れ
ら
徐
々
に
増
え
た
騒
音
は
「
波
の
音
」
を
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
聞
き
づ
ら
く
し
て
き
た
。 

一
方
こ
の
篠
原
地
区
で
は
海
で
の
仕
事
が
無
く
な

る
に
つ
れ
、「
波
の
音
」
へ
の
関
心
も
少
な
く
な
っ
た
。

ま
た
昨
今
の
天
気
予
報
の
確
か
さ
は
、
TV
の
雲
の
動

き
ま
で
い
つ
で
も
視
る
こ
と
が
出
来
る
等
、
台
風
到
来

時
等
に
は
よ
く
聞
こ
え
る
の
で
耳
に
す
る
が
、
常
に
は

意
識
し
て
い
な
い
の
が
現
状
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

舞
阪
町
に
は
「
波
小
僧
」
の
石
像 

 

隣
の
舞
阪
町
に
は
太
鼓
を
か
か
え
た
、
か
わ
い
い

「
波
小
僧
」
が
、
松
並
木
公
園
に
座
っ
て
い
る
。
い
う

ま
で
も
な
く
舞
阪
町
は
漁
業
の
町
で
あ
る
。「
波
の
音
」

に
は
今
な
お
関
心
を
も
っ
て
い
る
表
れ
で
あ
ろ
う
か
。 

「
波
小
僧
」
は
も
っ
と
怖
い
も
の
で
は
な
い
か
等
、
こ

の
懇
談
会
で
も
話
題
に
な
っ
た
。
そ
の
他
地
域
で
も

様
々
な
伝
承
が
あ
る
よ
う
だ
。（
省
略
） 

 

懇
談
会
を
終
え
て 

 

い
ろ
い
ろ
な
大
学
の
教
授
か
ら
作
曲
家
、
マ
リ
ン
バ

奏
者
を
含
む
10
名
の
方
が
お
見
え
に
な
っ
た
が
、
そ

の
日
は
、
ち
ょ
う
ど
台
風
20
号
が
到
来
す
る
直
前
で
、

「
波
の
音
」
を
聞
く
絶
好
の
機
会
に
な
り
、
会
場
の
篠

原
協
働
セ
ン
タ
ー
に
来
ら
れ
る
前
に
、
舞
阪
の
海
岸
ま

で
出
て
そ
れ
を
体
感
さ
れ
、
ま
た
舞
阪
の
「
波
小
僧
」

像
も
見
て
来
ら
れ
た
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
音
に
つ
い

て
の
真
剣
な
取
組
に
感
動
さ
せ
ら
れ
た
。 

 

こ
れ
を
機
会
に
、
地
域
に
お
け
る
音
に
つ
い
て
も
う

一
度
耳
を
澄
ま
し
て
み
た
い
も
の
だ
。
今
は
聞
け
な
く

な
っ
た
音
に
つ
い
て
も
、
何
か
あ
る
だ
ろ
う
。
掘
り
起

こ
し
て
み
た
ら
面
白
い
。
今
回
の

「
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
協
会
」
の

取
組
み
に
つ
い
て
見
習
っ
て
い
く

こ
と
は
多
い
。 

浜
風
会
は
地
道
な
活
動
の
成
果

か
、
今
回
の
よ
う
に
篠
原
地
区
以

外
の
方
か
ら
、
お
声
が
か
か
る
こ

と
が
多
く
あ
る
。
中
身
の
充
実
と

幅
広
い
展
開
を
目
指
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
さ
せ
る
一
日

で
も
あ
っ
た
。 

（
山
下
勝
彦
） 

浜風会/入会募集中 

毎月第１,３木曜日 

サウンドスケープの皆さんと浜風会メンバー

ー 
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浜名郡農会長よりの表彰状 

 

篠
原
玉
葱
は
全
国
一
の
早
出
し
玉
葱
と
し
て
、
順
調

に
成
長
、
発
展
し
て
い
る
と
言
え
る
。
特
に
最
近
は
新

規
就
農
者
も
増
加
し
、
畑
の
大
規
模
化
、
集
約
化
も
進

み
、
耕
作
放
棄
地
が
大
幅
に
解
消
し
て
、
い
っ
そ
う
の

飛
躍
が
期
待
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
は
そ
ん
な
篠
原
の
玉
葱
が
ど
の
よ
う
に
し

て
始
ま
っ
た
か
に
焦
点
を
当
て
ま
と
め
て
み
る
。 

篠
原
に
最
初
に
移
入
し
た
の
は
愛
知
県
の
人 

 

『
篠
原
村
農
会
農
業
会
記
録
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
44

年
愛
知
県
知
多
郡
八
幡
村
か
ら
万
歳
楽
を
奏
で
つ
つ
、

こ
の
地
に
来
た
加
藤
音
吉
と
い
う
人
が
、
そ
の
後
篠
原

村
の
字
田
畑
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
現
在
の
愛
知
県
知

多
市
八
幡
町
か
ら
玉
葱
の
種
子
を
移
入
し
た
こ
と
か

ら
、
篠
原
の
玉
葱
栽
培
が
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

玉
葱
が
日
本
に
導
入
さ
れ
た
の
は
、
明
治
に
入
っ
て

か
ら
で
、
北
海
道
で
は
「
札
幌
黄
」
、
大
阪
で
は
「
泉

州
黄
」
、
愛
知
で
は
「
愛
知
白
」
と
導
入
し
た
地
方
の

気
象
や
土
壌
に
適
し
た
土
着

品
種
が
誕
生
し
て
い
た
。
篠

原
の
玉
葱
は
こ
う
し
て
白
玉

葱
の
栽
培
か
ら
始
ま
っ
た
。 

 

玉
葱
を
特
産
物
化
し
た
の
は
大
正
11
年 

愛
知
県
か
ら
種
苗
を
移
入
し
た
篠
原
の
玉
葱
は
、
加

藤
氏
ら
の
工
夫
、
改
善
を
経
て
、
土
地
の
気
候
風
土
に

適
し
た
の
か
次
第
に
作
付
面
積
を
増
加
し
て
い
っ
た
。 

そ
し
て
大
正
10
年
篠
原
村
農
会
は
、
玉
葱
を
篠
原

の
特
産
物
と
す
る
た
め
に
、
翌
年
よ
り
種
子
を
和
歌
山

県
か
ら
取
り
寄
せ
、
農
家
に
斡
旋
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
大
正
１１
年
二
十
五
ha
の
面
積
か
ら
約
六

百
ト
ン
の
収
量
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
、
玉
葱
の
特
産

地
は
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。 

品
種
は
当
時
の
イ
エ
ロ
ー
・
グ
ロ
ー
ブ
・
ダ
ン
バ
ー

ズ
（
黄
玉
葱
）
で
、
東
京
、
横
浜
、
大
阪
、
浜
松
市
場

へ
販
売
さ
れ
好
評
だ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後

順
調
に
作
付
面
積
を
増
や
し
て
い
き
、
最
盛
期
の
昭
和

17
年
に
は
百
四
十
ha
か
ら
七
千
ト
ン
を
超
え
た
。
当

時
か
ら
甘
味
が
多
く
都
会
の
料
理
店
に
お
い
て
歓
迎

さ
れ
て
い
た
そ
う
だ
。 

 
 

 

加
藤
音
吉
氏
表
彰
さ
れ
る 

 
昭
和
13
年
、
浜
名
郡
農
会
会
長
よ

り
、
多
年
の
農
事
の
改
善
努
力
に
よ

る
功
績
顕
著
に
し
て
、
篠
原
村
を
中

心
に
浜
名
郡
に
玉
葱
の
盛
況
を
も
た

ら
し
、
農
産
物
創
成
上
特
筆
大
書
す

べ
き
事
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。 

加
藤
氏
は
篠
原
玉
葱
の
基
礎
を
築

い
た
恩
人
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

篠
原
玉
葱
発
展
の
ポ
イ
ン
ト 

 

戦
後
、
全
て
の
面
で
大
き
な
変
革
が
あ
っ
た
。
玉
葱

栽
培
の
環
境
面
で
も
、
土
地
改
良
、
三
方
原
用
水
の
敷

設
で
機
械
化
が
一
気
に
進
ん
だ
こ
と
の
ほ
か
農
業
離

れ
が
一
時
進
ん
だ
苦
し
い
時
機
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
で

篠
原
玉
葱
が
こ
こ
ま
で
発
展
し
て
き
た
要
因
は
次
の

三
点
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

① 

自
家
採
種
に
よ
る
品
種
の
改
良 

昭
和
28
年
か
ら
自
家
採
種
が
始
ま
り
、
形
質
改
善

を
通
し
て
収
穫
時
期
の
早
出
し
化
、
毎
年
繰
り
返
す
母

球
選
抜
で
、
五
月
頃
出
荷
し
て
い
た
玉
葱
が
、
今
で
は

一
月
出
荷
ま
で
可
能
に
な
り
、
日
本
一
の
早
出
し
玉
葱

が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
形
状
も
甲
高
品
種
に
改

善
さ
れ
、
味
も
甘
い
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。 

② 

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
の
活
用 

平
成
21
年
「
浜
松
市
南
部
地
区
農
地
利
用
調
整
協

議
会
」
の
発
足
に
よ
り
、
と
ぴ
あ
農
協
が
「
と
ぴ
あ
ふ

ぁ
ー
夢
」
を
発
足
さ
せ
、
農
地
の
貸
借
を
調
整
す
る
こ

と
で
、
農
地
の
流
動
化
・
集
積
が
一
気
に
進
み
、
担
い

手
の
育
成
等
着
々
と
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。 

③ 

玉
葱
栽
培
に
最
適
な
土
地
、
風
土 

早
出
し
、
甘
い
美
味
し
い
玉
葱
と
し
て
市
場
か
ら
高

く
評
価
さ
れ
、
ま
た
新
規
就
農
者
に
も
魅
力
的
な
仕
事

を
可
能
に
し
て
い
る
の
は
、
篠
原
の
土
地
が
玉
葱
栽
培

に
適
し
た
土
壌
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

守
っ
て
い
き
た
い
も
の
だ
。 

 
 

（
山
下
勝
彦
） 

 

加藤音吉氏 
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こ
の
程
夜
警
詰
所
が
解
体
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、 

そ
れ
に
つ
い
て
の
経
過
を
ま
と
め
て
み
た
。 

舞
阪
駅
前
地
区
で 

自
衛
消
防
と
し
て
活
動
し
た

○テ
消
防
組 

『
篠
原
村
誌
続
編
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
消
防
組
は
大

正
十
三
年
八
月
五
日
に
組
長
堀
内
國
作
氏
、

副
組
長
藤
野
瓏
一
氏
、
部
長
尾
藤
傳
平
氏
、

副
部
長
伊
藤
新
太
郎
氏
を
も
っ
て
設
置
さ

れ
、
昭
和
五
年
に
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
車
を
三

百
七
十
三
円
で
購
入
、
火
の
見
櫓
を
二
百
九

十
一
円
で
建
ち
、
昭
和
六
年
に
器
具
蔵
置

場
・
夜
警
詰
所
を
建
設
し
た
。
昭
和
七
年
三

月
に
腕
用
ポ
ン
プ
車
付
属
一
切
を
村
へ
寄

付
す
る
に
つ
き
、
小
学
校
中
村
首
席
訓
導
と

吉
田
先
生
児
童
41
名
引
連
れ
受
理
に
来
ら

れ
る
。
消
防
組
よ
り
菓
子
一
袋
ず
つ
贈
与
礼

遇
し
た
。
昭
和
十
四
年
三
月
十
日
村
警
棒
団

設
置
に
よ
る
改
組
統
合
に
お
い
て
、
そ
の
分
団
と
な
す

こ
と
を
議
決
し
、
村
松
初
吉
氏
分
団
長
、
森
田
謙
藏
氏

副
団
長
が
推
薦
さ
れ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

当
時
の
舞
阪
駅
前
地
区
は 

活
気
に
あ
ふ
れ
た
発
展
途
上
の
町 

舞
阪
駅
前
地
区
は
、
明
治
二
十
一
年
に
開
業
し
た
東

海
道
線
馬
郡
駅
（
後
の
舞
阪
駅
）
、
明
治
三
十
年
に
創

立
さ
れ
た
遠
洋
銀
行
（
後
の
静
岡
銀
行
）
を
基
盤
に
、

浜
名
湖
周
辺
の
経
済
・
流
通
の
町
と
し
て
成
長
し
て
き

ま
し
た
。 

そ
の
後
、
町
が
飛
躍
的
に
発
展
し
た
要
因
は
、
大
正

末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
関
西
地
方
中
心
の
ウ

ナ
ギ
の
販
路
が
、
東
京
圏
、
関
東
地
方
に
も
大
幅
に
拡

大
さ
れ
養
鰻
業
が
大
き
く
発
展
し
た
こ
と
で
す
。
同
時

に
関
連
企
業
（
浜
名
湖
食
品
、

舞
阪
製
氷
等
）
を
含
め
産
業

が
大
き
く
発
展

し
ま
し
た
。
大
正

八
年
に
西
遠
織

布
㈱
（
丸
西
）
が

創
業
さ
れ
た
の

に
続
い
て
、
昭
和
四
年
に
市
内
菅
原
町
か
ら
駅
東
に
大

和
木
工
㈱
（
日
畜
・
後
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
音
響
）
が
移
転

し
て
き
ま
し
た
。 

昭
和
五
年
に
行
わ
れ
た
駅
南
の
耕
地
整
理
に
よ
り

街
並
み
が
整
備
さ
れ
、
居
住
者
が
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

人
口
増
に
伴
い
、
昭
和
六
年
に
若
葉
遊
戯
園
（
昭
和
十

二
年
に
舞
阪
駅
前
区
立
若
葉
保
育
園
、
後
の
春
日
幼
稚

園
）
が
町
民
の
力
で
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
八
年
に

は
、
舞
阪
駅
前
の
人
達
を
先
頭
に
馬
郡
全
体
で
三
万
円

余
の
膨
大
な
寄
付
を
集
め
、
氏
神
様
の
春
日
神
社
の
本

殿
、
拝
殿
、
社
務
所
、
神
池
、
鳥
居
等
の
建
設
並
び
に

大
改
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

○テ
消
防
組
の
器
具
蔵
置
場
・
夜
警

詰
所
に
つ
い
て 

 

昭
和
五
年
に
火
の
見
櫓
が
建
設
さ

れ
、
昭
和
六
年
に
器
具
蔵
置
場
・
夜

警
詰
所
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
道
路

正
面
向
か
っ
て
右
側
が
ス
ト
ー
ブ
の

あ
っ
た
部
屋
で
、
夜
警
の
詰
所
、
左

側
が
ポ
ン
プ
車
の
車
庫
で
、
建
物
の

裏
側
に
は
火
の
見
櫓
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

夜
警
詰
所
に
は
、
毎
夜
組
員
交
代

で
詰
め
、
町
を
守
る
こ
と
は
勿
論
、

ス
ト
ー
ブ
を
囲
み
町
の
将
来
や
自
分

達
の
将
来
に
つ
い
て
、
熱
く
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

夜
警
で
詰
め
た
人
達
は
、
今
は
殆
ど

居
な
く
な
り
、
こ
の
建
物
（
写
真
）
も
平
成
三
十
年
に

老
朽
化
に
よ
り
解
体
さ
れ
ま
し
た
。
今
は
見
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
藤
田
博
辞
） 

30年に解体された 

舞阪駅前の夜警詰所 

「駅前の昔のお店」より 
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昔
私
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
人
達
が
集
ま
り
、
数
珠

を
廻
し
て
何
か
願
い
事
を
お
祈
り
す
る
行
事
が
あ
り

ま
し
た
。
二
十
年
位
前
ま
で
は
部
落
毎
に
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
当
番
は
周
り
番
で
私
が
当
番
だ

っ
た
時
を
思
い
出
し
乍
ら
、
近
所
の
人
に
も
聞
い
て
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。 

 

国
方
で
行
っ
て
い
た
実
際
の
様
子 

 

昔
は
自
給
自
足
で
農
作
業
が
盛
ん
だ
っ
た
の
で
、
十

一
月
か
ら
十
二
月
に
な
る
と
、
農
作
業
で
殺
虫
し
た
虫

の
供
養
と
し
て
「
虫
供
養
」
の
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

当
日
は
床
の
間
に
、
保
管
し
て
い
た
箱
の
中
に
入
れ

て
あ
る
掛
軸
と
大
数
珠
を
取
り
出
し
て
供
養
の
準
備

を
し
ま
す
。
そ
し
て
「
十
三
仏
」
の
掛
け
軸
を
掛
け
、

祭
壇
に
は
、
お
花
、
ご
飯
、
煮
物
、
漬
物
、
果
物
等
を

供
え
ま
す
。
そ
し
て
な
む
て
ん
の
木
を
用
意
し
、
削
っ

た
と
こ
ろ
に
、
菩
提
寺
の
和
尚
様
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

と
お
題
目
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
「
南
無
天

の
木
」
を
立
て
、
近
隣
の
人
十
名
か
ら
二
十

名
の
人
達
が
座
り
、
和
尚
さ
ん
に
よ
る
供
養

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

そ
れ
が
終
わ
っ
た
後
、当
日
集
ま
っ
た
人
達

み
ん
な
で
お
題
目
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
唱
え

な
が
ら
数
珠
を
廻
し
ま
す
。大
数
珠
の
玉
が
廻

っ
て
く
る
と
、
そ
の
人
が
頭
を
下
げ
て
数
珠
を

押
し
頂
き
ま
す
。

数
珠
を
一
周
廻
す

都
度
、
マ
ッ
チ
棒

を
置
き
、
20
個
位

だ
っ
た
か
数
え
た

こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。 

終
わ
る
と
お
く

ど
で
炊
い
た
ご
飯

や
味
噌
汁
、
そ
し

て
自
家
製
の
漬
物

等
を
一
人
用
の
黒

塗
り
の
お
膳
の
上

に
用
意
し
て
出
さ

れ
ま
す
。
写
真
は

出
前
の
お
寿
司
を
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
外
に
出

る
機
会
が
少
な
か
っ
た
女
性
に
と
っ
て
、
世
間
話
が
弾

む
楽
し
い
憩
い
の
場
で
し
た
。 

感
じ
た
こ
と 

重
か
っ
た
大
数
珠
を
、
み

ん
な
で
協
力
し
て
廻
し
な
が

ら
、
虫
の
成
仏
を
願
っ
て
供

養
し
た
昔
の
人
達
の
温
か
な

人
間
性
と
、
地
域
の
人
達
の

強
い
絆
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

（
鈴
木
坂
江
） 


